
※商品の色は、印刷の特性上、実物と多少異なる場合がありますのでご了承ください。

カーポートの選び方

どんな大きさ（タイプ）の車を何台置くか・・それによって必要なカーポートの大きさが決まります。
長さ（奥行）は、ボンネットを開けての点検や後部トランクの開閉も考慮し、幅はドアの開閉や人の通路も計算に入れておく必要があります。
また、ハイルーフタイプの車や屋根にキャリングケースを載せている場合は、標準より高いタイプの柱（ハイロング）にするなどの検討もしておきましょう。

駐車スペースはどれくらいの広さが必要？

●駐車場をつくるときの広さは
車１台分で幅２.５ｍ、長さ５ｍ（前面道路幅６mの場合）が標準とされています。
もちろん、車のサイズは軽自動車から大型のセダンまでいろいろあり、
「 最小回転半径」も異なりますから、一律には決められません。
車の大きさを基準にすれば、車の全長＋８０～１００cm、
全幅（ミラーを除く）＋１１０～１３０cmほどが目安になります。
前面道路幅が６m以下の場合は、さらに幅を広く取った駐車スペースが必要です。

●車椅子利用の場合は
車椅子での乗り降りを考えると、もう少し大きなスペースが必要になります。
国土交通省による標準駐車場条例（住宅向けのものではありません）では、
車椅子利用者のための駐車施設では「幅３.５ｍ以上、奥行６ｍ以上」と決められています。

●自転車を置く場合は
自転車を置く場合は、１台で１ｍ×２ｍ程度のスペースが必要と考えられます。
家族で複数の自転車を持つことも多いので、駐車スペースに一緒に置く場合は、
それも考慮する必要があります。

建物との位置関係を確認する。
駐車スペースの位置によってカーポートの形状やデザインが変わったり、
制約を受けたりする可能性もあります。
カーポート選びは、駐車スペースの位置を念頭に置いて進めることも必要です。

玄関へのアプローチや建物と離れたところに
駐車スペースがあるので、
カーポートの形状やデザインが
制約を受けることはほとんどありません。
比較的自由に選ぶことができます。

道路から建物（玄関）まで
あまり距離が取れない場合は、
車を道路と平行に置くとスペースを取りません。
ただし、採光の確保や車のない時のデザイン上
の配慮が必要になります。

玄関へのアプローチのすぐ横に
駐車スペースを設ければ、省スペースとなり、
また玄関への出入りも近くてラクになります。
玄関まで濡れずに行けるようなカーポートの
選び方もできます。

玄関と離れている 玄関前（縦列駐車） 玄関前（直角駐車）

■サイズ別車種分類（2014年6月現在） ■カーポート各サイズ呼称 ■カーポート高さバリエーション

■カーポートの基本サイズ（エフルージュグラン、エフルージュ ツイン、エフルージュ トリプルの場合）

（単位：mm）

※変形敷地でカーポートと建物が斜めに接するような場合、カーポートの屋根の一部だけが建物にぶつかってしまう、ということがあります。
こうした場合に、屋根の一部をカットすることができるタイプもあります。
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●車の大きさの目安


